
 

 

 

 

 

 

  
 

 ２学期がスタートして３週間、やっと涼しさを感じる頃となりました。

今まで暑くて本をじっくり読むどころではなかったという皆さんも、

「ちょっと本をめくってみようかな？」という気分がわいてくる頃で

はないでしょうか。 

さて、１９日（月）は敬老の日。今月は、平成 22年に９８歳の「柴田 トヨ」さ

んが、初めて出版した詩集「くじけないで」より、２作品を紹介します。 

「本を読むこと」も、心の「貯金」につながるように思います。 

 

 

 

 

 

 

 

【柴田 トヨさんについて】 明治 44年（1911 年）栃木市生まれ。９０歳を過ぎ

て詩作を始め、新聞などに投稿を続ける。平成２２年初詩集「くじけないで」が、

１６０万部を超えるベストセラーに。平成２３年に第二詩集「百歳」を出版。平成

２５年、１０１歳で死去。※「くじけないで」の点字・ﾃﾞｲｼﾞｰ版(抜粋）図書室にあります ！  

 

 

 

  秋盲祭「図書委員会 壁新聞」をご期待ください！ 
 今年の図書委員会は、秋盲祭に「図書委員会 壁新聞（仮称）」を作り、掲示

します。内容は、①図書委員の活動の様子、②今売れている本のランキング、

③児童生徒に読んでほしいおすすめの本などです。 どうぞお楽しみに ！  

 

 
平成２８年９月１５日 

秋田県立視覚支援学校 

図書委員会発行 
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 図書委員によるおすすめの本コーナー 
今月は、専理１年の Ｈさんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安田 未知子さんについて】昭和６年（1931年）東京生まれ、８４歳。第二次世界大戦を両親

の故郷 沖縄で迎えた。１３歳で第一高等女学校に入学するが、軍と校長との伝令（伝達）役とし

て参戦。教育の恐ろしさを知る。４３年間の教員生活や退職後も含めて、恵まれない子どもたちや

障がいのある人たちを支える活動を行っており、「沖縄のマザーテレサ」と言われている。 

現在、スペシャルオリンピックス日本・沖縄会長、介護老人保健施設苑長。 

『１３歳の少女が見た沖縄戦』 

安田 未知子 著 （WAVE出版） 

この本は、筆者 安田未知子
み ち こ

さんが、実際に体験した沖縄戦の真実を書いた

ものです。 

 当時は、学校に通う子どもの髪型
かみがた

が学年ごとに違っていました。それは、戦

火にあい判別がつかなくなったとしても、何年生かすぐ分かるからです。 

 このような過酷
か こ く

な戦場について多く語られています。また、母親が自分の命

を懸
か

けて、子どもを守り抜こうとする親の愛情も語られています。 

 戦後７１年たち、戦争を知らない私たちに警鐘
けいしょう

を鳴らす一冊です。 


